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X の値が小さい場合、その時間は 12 時制の時刻更新の基準である“一个时辰”（120 分）よりも下位
の時間単位が表す時間となるため、長期にわたって使用されてきた 12 時制の時間感覚が 24 時制に持
ち越され、時点と時量の両義性を持つことができたのではないかという新説を提示する。この説は
24 時制の普及するにつれ“X+点+钟”の両義性が失われてゆくことからも裏付けられる。先行研究が
「中国人特有の言語感覚」といった極めて曖昧な表現でしか解釈できなかった問題を、本論文は通時
的な視野からの緻密な用例分析を通じて、より普遍妥当性の高い解釈を導き出すことに成功している。
これらの研究成果は、中国語時間表現の研究を大きく前進させたと言える。 
以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認めら
れる。 
